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一 川 崎 辰 夫 (京大)
中性子非弾性散乱の実験で見出されている常磁性領域における集団モ -ー ド
がどのような条件の下や見出されるか.を調べる｡ 転移点近傍ではいまだ短距
離秩序か十分 よく残っ:{おりそのCorrelationrangeはかなり大 きい ?
即ちBr粥g"pOintからわずかにずれた程度の波数をもつ長波長モードは
短波長のモー ドに くらぺ て十分長い滅衰時間をもっ｡従ってCorrelat~ion
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∂2＼Ⅰ(a)/∂aP<0 (∂Ⅰ(a)/弛-o)より







あると仮定しようO これはGreen 関数法で富田 2)が導入 した所法に精神に
おいて同じものかある｡
γ〔aJ〕- a2 XFourierTransform of exp(0･5tPt2)
これを求いて条件 〔A), 〔B)を調べてみると次表のように分類される
a2/げ 0 .(4-2序)(4-7r)-.1 .(4十2席)(4-7E)-.1
PEAf¢)敬 l l l
γ〔W〕の中に含まれている係数 a 2 , b.之 は夫々2次モーメン ト,4次
モーメン トを用いれば具体的に書き下せる｡それによって強磁性体と反強磁
性体とではいずれが観測しやすいか｡ どの程度の波数ならばよいか｡結晶
進による違いはどうか等を論ずることが出来る｡
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